
新
型
保
守
用
車

に
よ
る
作
業
中

当
日
本
人
は
、
東
北
新
幹
線

駅
構
内
上
り
線
に
お
い
て
、
ト

ロ
リ
線
張
替
作
業
の
た
め
保
守

用
車
（
Ｔ
Ｗ
２
号
車
・
全
６
両
）

に
乗
車
し
、
仮
吊
り
金
具
（
仮

ハ
ン
ガ
ー
）
を
取
り
付
け
る
作

業
に
従
事
。
作
業
中
に
Ｓ
Ｗ
３

号
車
（
架
線
巻
取
車
）
が
何
ら

か
の
原
因
に
よ
り
緊
急
停
車
ボ

タ
ン
が
扱
わ
れ
緊
急
停
車
し
、

そ
の
後
再
度
作
業
を
開
始
し
た

際
、
仮
ハ
ン
ガ
ー
か
ら
旧
線
が

外
れ
、
本
人
の
胸
を
強
打
し
、

保
守
用
車
の
手
摺
に
は
じ
き
飛

ば
さ
れ
た
。

関
係
者
の
話
に
よ
れ
ば
、
今

回
使
用
し
て
い
た
Ｓ
Ｗ
（
架
線

延
線
・
巻
取
車
）
は
新
型
で
、

従
来
の
タ
イ
プ
と
違
い
テ
ン
シ
ョ

ン
を
掛
け
な
が
ら
旧
ト
ロ
リ
線

を
巻
き
取
る
タ
イ
プ
。
こ
れ
ま

で
は
直
線
区
間
で
の
作
業
が
主

体
で
あ
り
、
今
回
は
曲
線
区
間

（
Ｒ
５
０
０
）
を
含
ん
で
の
作

業
で
あ
っ
た
。
ト
ロ
リ
線
が
仮

ハ
ン
ガ
ー
か
ら
外
れ
た
原
因
は
、

保
守
用
車
が
緊
急
停
車
し
た
際
、

巻
き
取
っ
て
い
た
ト
ロ
リ
線
が

弛
み
、
そ
の
状
態
か
ら
巻
き
取

り
作
業
を
再
開
し
た
際
、
巻
き

取
り
ド
ラ
ム
が
急
回
転
し
、
横

張
力
が
急
激
に
仮
ハ
ン
ガ
ー
に

加
わ
り
変
形
し
、
ト
ロ
リ
線
が

外
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
外
れ
た
ト
ロ
リ
線
の
横

張
力
は
机
上
計
算
で
は
１
３
５

０
㎏
ｆ
に
も
及
ん
だ
。

安
全
対
策
（
仮
曲
引

き
取
付
け
）
を
省
略

し
作
業
効
率
優
先
か

こ
の
工
法
で
作
業
を
行
う
場

合
、
仮
曲
引
き
を
使
用
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
今
回
の

作
業
で
は
使
用
し
て
お
ら
ず
、

そ
の
た
め
仮
ハ
ン
ガ
ー
に
過
大

な
横
張
力
が
か
か
り
変
形
を
招

い
た
。
仮
曲
引
き
を
使
用
し
た

場
合
、
横
張
力
は
ゼ
ロ
で
あ
り
、

今
回
の
事
故
は
防
げ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。

ま
た
仮
曲
引
き
を
省
略
し
た

要
因
と
し
て
、
仮
曲
引
き
を
使

用
し
た
場
合
、
そ
の
取
付
け
、

取
り
外
し
の
都
度
巻
き
取
り
作

業
が
中
断
す
る
た
め
、
作
業
効

率
を
上
げ
る
た
め
使
用
し
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ

る
（
関
係
者
）
。

今
後
、
事
故
の
直
接
要
因
や

背
後
要
因
な
ど
徹
底
的
な
原
因

調
査
と
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な

事
故
を
発
生
さ
せ
な
い
対
策
が

求
め
ら
れ
る
。
地
方
本
部
は
電

気
協
議
会
と
協
議
し
、
今
回
の

事
故
に
つ
い
て
申
し
入
れ
を
行

う
と
し
て
い
る
。

非
常
事
態
宣
言
の
最

中
の
事
故

08
年
９
月
17
日
、
東
北
本
線
・

黒
磯
構
内
に
お
い
て
感
電
死
亡

事
故
が
発
生
し
、
同
月
25
日
に

は
八
戸
線
・
侍
浜
〜
陸
中
夏
井

間
で
は
重
機
に
挟
ま
れ
死
亡
す

る
事
故
が
発
生
し
、
会
社
は
非

常
事
態
宣
言
を
発
し
て
い
た
が
、

そ
の
後
も
工
事
・
作
業
等
に
お

い
て
重
大
な
事
故
や
事
象
が
連

続
し
て
発
生
し
て
い
た
。

ま
た
仙
台
支
社
に
お
い
て
も

04
年
10
月
に
山
形
電
車
区
構
内

で
協
力
会
社
の
下
請
け
作
業
員

が
感
電
死
傷
す
る
事
故
が
発
生

し
、
05
年
12
月
に
は
奥
羽
本
線
・

赤
岩
〜
板
谷
間
に
お
い
て
協
力

会
社
の
下
請
け
作
業
員
が
感
電

死
亡
、
ま
た
06
年
８
月
22
日
に

は
新
幹
線
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー

で
協
力
会
社
社
員
が
車
両
と
乾

燥
室
の
扉
に
挟
ま
れ
死
亡
す
る

事
故
が
発
生
し
て
お
り
、
今
回

は
そ
れ
に
引
き
続
い
て
の
労
災

死
亡
事
故
と
な
っ
た
。

レ
ポ
ー
ト
報
告

７
月
４
〜
５
日
、
山
形
県
小

野
川
温
泉
に
て
、
第
19
回
東
日

本
婦
人
部
学
習
交
流
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
仙
台
地
本
か
ら

は
横
山
さ
ん
、
真
砂
さ
ん
、
加

藤
さ
ん
と
私
（
佐
藤
）
が
参
加
。

今
回
は
九
州
闘
争
団
の
奈
木

野
照
代
さ
ん
を
講
師
に
招
い
て
、

①
国
鉄
分
割
・
民
営
化
反
対
の

闘
い
②
JR
不
採
用
後
の
闘
い
③

国
鉄
清
算
事
業
団
解
雇
後
の
闘

い
④
こ
の
間
の
闘
い
を
通
じ
て

人
間
と
し
て
、
女
性
と
し
て
思

う
こ
と
、
等
を
話
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
こ
れ
ま

で
の
生
き
方
と
照
ら
し
合
わ
せ
、

と
て
も
感
慨
深
い
も
の
が
込
み

上
げ
て
き
た
と
同
時
に
、
不
採

用
問
題
の
一
日
も
早
い
解
決
の

た
め
に
、
し
っ
か
り
と
団
結
を

し
て
頑
張
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
子
ど
も
達

の
話
や
加
齢
に
よ
る
体
調
の
変

化
、
エ
ル
ダ
ー
制
度
の
あ
り
方

や
若
手
社
員
の
関
わ
り
方
な
ど

多
岐
に
わ
た
り
活
発
な
討
論
が

さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
エ
ル
ダ
ー

社
員
か
ら
は
制
度
活
用
に
至
る

過
程
や
現
状
報
告
を
も
ら
い
、

後
に
続
く
人
た
ち
の
励
み
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
夜
は
近
所

の
川
や
森
の
中
へ
蛍
の
鑑
賞
に

出
か
け
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
の

中
、
し
っ
か
り
と
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

も
し
、
有
意
義
な
二
日
間
と
な

り
ま
し
た
。
【
佐
藤
通
信
員
】

第２５６３号 国労仙台 ２００９年９月２５日

団結 抵抗 統一

09
年
9
月
10
日
（
木
）
１
時
40
分
頃
、
東
北
新
幹
線
仙
台
駅

構
内
に
お
い
て
、
ト
ロ
リ
線
張
替
作
業
を
行
っ
て
い
た
日
本
電

設
工
業
（
株
）
の
社
員
が
、
旧
線
の
巻
き
取
り
作
業
中
に
金
具

か
ら
外
れ
た
ト
ロ
リ
線
を
胸
に
受
け
受
傷
。
救
急
車
に
よ
り
病

院
へ
搬
送
さ
れ
た
が
、
同
日
６
時
20
分
、
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
。

Ｎo .2563
2009年9月25日
発行責任者橋本昭二

編集責任者武田昌仙

９
・
11

第
12
回
執
行
委
員
会

９
・
12

地
本
ア
ス
ベ
ス
ト
学
習
会

９
・
12

秋
田
地
本
と
の
交
流
会

９
・
16

第
13
回
執
行
委
員
会

国労東日本本部は各地本・支部・分
会における機関紙の発行など、教宣
活動に功績があった機関紙等の表彰
を行っている。地本はその選考基準
に基づき検討した結果、以下の６機
関の機関紙及び冊子が該当する事を
確認し、東日本本部へ表彰申請を行っ
た。
その結果、申請の通り以下の機関紙
等が第23回東日本本部大会において
表彰されたので報告する。

最優秀表彰

★名 称 ろばた
発行機関 東北工事事務所分会
表彰理由 年度内56号発行

★名 称 郡工情報
発行機関 郡山工場支部
表彰理由 年度内51号発行

★名 称 冊子３冊発行
発行機関 仙台総合車両所支部
表彰理由 特別な雑誌の発行

優秀表彰

★名 称 団結
発行機関 仙台総合車両所支部
表彰理由 年度内44号発行

★名 称 ガンバ組立
発行機関 仙総所支部組立分会
表彰理由 年度内43号発行

★名 称 分会通信
発行機関 郡工支部貨物分会
表彰理由 年度内37号発行

★名 称 分会情報
発行機関 郡山駅連合分会
表彰理由 年度内30号発行

★名 称 国労仙台
発行機関 仙台地本



仙
台
・
宮
城
野
運
輸
区

分
会
よ
り

要
請
書

２
０
０
９
年
７
月
４
日

仙
台
・
宮
城
野
運
輸
区
分
会

執
行
委
員
長

菊
地

範
行

日
頃
、
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
・

職
場
労
働
条
件
改
善
の
闘
い
の

先
頭
に
立
ち
、
奮
闘
し
て
い
る

事
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

６
月
26
日
、
当
分
会
書
記
長

伊
藤
純
氏
に
対
し
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
仙
台
支
社
は
７
月
13
日
付
け

で
、
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
テ
ク
ノ
サ
ー

ビ
ス
仙
台
へ
の
出
向
発
令
を
通

知
し
て
き
ま
し
た
。

伊
藤
鈍
氏
は
、
４
月
23
日
に

乗
務
員
室
で
の
喫
煙
を
指
摘
さ

れ
て
か
ら
、
２
ヶ
月
以
上
に
亘

り
特
段
作
業
指
示
も
な
く
、
見

せ
し
め
的
な
日
勤
が
続
き
、
６

月
８
日
に
は
懲
戒
処
分
（
戒
告
）

が
出
さ
れ
、
今
後
ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ

ト
・
昇
給
カ
ッ
ト
と
更
な
る
制

裁
が
特
っ
て
い
ま
す
。

現
場
長
は
、
「
支
社
に
対
し

事
象
は
正
し
く
伝
え
て
い
る
が
、

最
初
か
ら
出
向
前
提
で
あ
っ
た

よ
う
だ
」
と
発
言
す
る
な
ど
、

本
人
が
禁
煙
す
る
な
ど
反
省
し
、

一
目
も
早
い
車
掌
乗
務
復
帰
の

希
望
を
一
切
無
視
す
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
今
回
の
出
向
発
令

は
当
分
会
書
記
長
で
、
国
労
運

動
の
重
要
な
任
務
を
担
っ
て
い

る
伊
薄
鈍
氏
ば
か
り
か
、
国
労

組
織
を
破
壊
す
る
と
い
う
目
的

で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
白

で
あ
り
、
国
鉄
労
働
組
合
に
対

す
る
不
当
労
働
行
為
で
あ
り
ま

す
の
で
、
以
下
の
点
を
要
請
し

ま
す
。

記

１

伊
藤
純
氏
に
対
す
る
出
向

発
令
を
撤
回
し
、
一
日
も
早
く

車
掌
乗
務
へ
復
帰
さ
せ
る
こ
と
。

以
上
を
会
社
へ
申
し
入
れ
、
誠

意
の
な
い
場
合
は
、
第
三
者
機

関
を
含
め
た
闘
い
の
提
起
を
要

請
し
ま
す
。

宮
城
県
支
部
よ
り

要
請
書

２
０
０
９
年
7
月
14
日

国
鉄
労
働
組
合
宮
城
県
支
部

執
行
委
員
長

秋
山

正
浩

日
頃
、
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
の

早
期
解
決
、
職
場
の
労
働
条
件

改
善
は
じ
め
と
し
た
闘
い
の
先

頭
に
立
ち
奮
闘
し
て
い
る
こ
と

に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

６
月
26
日
、
仙
台
・
宮
城
野

運
輸
区
分
会
、
分
会
書
記
長
の

伊
藤
純
氏
に
対
し
、
会
社
は
、

７
月
13
日
付
で
、
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
仙
台
へ
の

出
向
発
令
を
出
し
て
き
ま
し
た
。

伊
藤
さ
ん
は
４
月
23
日
、
乗

務
員
室
で
の
喫
煙
を
お
客
様
か

ら
指
摘
さ
れ
て
か
ら
、
２
ヶ
月

以
上
に
わ
た
り
見
せ
し
め
的
な

「
日
勤
」
が
続
き
、
６
月
８
日

に
は
「
戒
告
」
の
懲
戒
処
分
を

受
け
て
い
ま
す
。
今
後
も
さ
ら

な
る
「
制
裁
」
が
彼
を
待
ち
う

け
て
い
ま
す
。
本
人
も
喫
煙
し

た
こ
と
を
深
く
反
省
し
、
禁
煙

す
る
な
ど
一
日
も
早
く
本
務
に

復
帰
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
希
望

を
叶
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
宮
城
野
運
輸
区
の
労

働
実
態
は
、
規
制
が
厳
し
く
、

精
神
的
に
追
い
込
ま
れ
た
状
態

で
働
か
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
精

神
疾
患
に
も
多
く
の
乗
務
員
が

か
か
っ
て
い
る
実
態
も
あ
り
ま

す
。
労
働
組
合
と
し
て
、
こ
う

し
た
実
態
を
早
急
に
改
善
し
て

い
く
取
り
組
み
が
大
切
で
す
。

ま
た
「
機
関
役
員
が
問
題
を

起
こ
し
た
ら
徹
底
的
に
叩
け
」

と
い
う
会
社
の
姿
勢
、
不
当
労

働
行
為
・
組
合
差
別
、
見
せ
し

め
的
な
配
転
は
絶
対
に
許
さ
な

い
と
い
う
立
場
に
立
つ
こ
と
も

大
切
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

会
社
と
は
真
正
面
か
ら
ぶ
つ

か
る
。
そ
の
こ
と
が
「
和
解
」

の
内
容
を
守
ら
せ
る
こ
と
に
つ

な
が
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
要

請
い
た
し
ま
す
。

記

１

分
会
要
請
に
基
づ
く
第
三

者
機
関
の
活
用
を
含
め
た
闘
い

の
提
起
。

２

車
掌
職
場
の
労
働
条
件
改

善
に
向
け
た
団
体
交
渉
の
強
化
。

郡
山
工
場
支
部
よ
り

大
久
保
浩
氏
の
通
勤
手
当
に
関

す
る
要
請

２
０
０
９
年
８
月
３
日

国
労
郡
山
工
場
支
部

執
行
委
員
長

橋
本

守
弘

１
０
４
７
名
の
解
雇
撤
回
、

職
場
の
労
働
条
件
改
善
、
平
和

と
民
主
主
義
の
た
め
に
ご
奮
闘

さ
れ
て
い
る
、
地
方
本
部
の
皆

様
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

さ
て
、
５
月
１
日
付
で
出
向

に
出
さ
れ
た
大
久
保
浩
氏
の
通

勤
手
当
が
０
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
オ
フ
ィ

ス
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
自

動
車
で
の
通
勤
は
認
め
ら
れ
な

い
の
で
、
通
勤
手
当
は
支
給
さ

れ
な
い
と
し
て
い
ま
す
。
地
方

本
部
も
賃
金
規
定
55
条
の
「
通

勤
手
当
は
、
最
も
経
済
的
な
通

常
の
経
路
及
び
方
法
に
よ
る
通

勤
に
要
す
る
費
用
と
し
、
そ
の

認
定
は
、
箇
所
長
が
行
う
も
の

と
す
る
」
と
い
う
条
項
に
よ
り
、

手
当
は
支
払
わ
れ
な
い
と
い
う

解
釈
を
示
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
郡
工
支
部
と
し
て
は
、

住
所
か
ら
郡
総
ま
で
は
約
36
㎞

を
自
動
車
で
通
勤
し
て
い
る
大

久
保
氏
の
通
勤
実
態
か
ら
す
れ

ば
、
支
給
条
件
及
び
範
囲
を
規

定
す
る
第
54
条
に
よ
り
支
給
の

対
象
と
な
り
、
通
勤
手
当
の
算

定
基
準
を
決
め
る
第
55
条
お
よ

び
、
支
給
額
及
び
支
給
限
度
額

を
定
め
る
第
56
条
か
ら
、
自
宅

と
小
野
新
町
駅
の
間
、
3.6
㎞
分

の
通
勤
手
当
月
額
２
千
円
が
支

給
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
と
い
う

解
釈
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。

郡
工
支
部
と
し
て
は
、
出
向

を
撒
回
し
大
久
保･

渡
辺
両
氏

を
本
務
に
戻
せ
！
を
基
本
に
し

な
が
ら
も
、
百
歩
譲
っ
て
、
出

向
に
伴
う
労
働
条
件
低
下
は
絶

対
許
さ
な
い
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
つ
も
り
で
す
。

地
方
本
部
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
大
久
保
氏
の
通
勤
手
当
の

扱
い
に
つ
い
て
、
再
度
ご
考
慮

ご
検
討
い
た
だ
き
た
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

合
わ
せ
て
４
月
27
日
付
け
で

提
出
し
た
「
簡
易
苦
情
申
告
書

の
提
出
に
関
す
る
お
願
い
」
に

つ
い
て
の
回
答
も
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

以

上

小
牛
田
運
輸
区
分
会
よ
り

分
会
組
合
員

佐
藤
勝
雄
氏
を

郡
山
工
場

元
職
場
に
戻
す
取

り
組
み
強
化
の
要
請
に
つ
い
て

２
０
０
９
年
９
月
７
日

国
労
小
牛
田
運
輸
区
分
会

執
行
委
員
長

佐
藤

春
男

連
日
の
運
動
と
職
場
に
対
す

る
ご
指
導
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
標
記
に
つ
い
て
は
、
こ
の

間
、
佐
藤
組
合
員
に
お
か
れ
て

は
６
年
半
も
の
郡
山
‐
小
牛
田

間
の
通
勤
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
ま
す
。
職
場
で
は
、
遠
距
離

通
勤
と
不
慣
れ
な
労
働
環
境
の

な
か
昨
年
１
月
に
は
、
業
務
中

負
傷
（
労
災
認
定
）
し
ま
し
た
。

ま
た
通
勤
に
お
い
て
は
郡
山

駅
社
員
駐
車
場
の
制
約
な
ど
も

あ
り
、
自
宅
か
ら
約
７
キ
ロ
を

毎
朝
家
族
に
送
っ
て
も
ら
う
な

ど
家
族
を
含
め
た
、
極
め
て
困

難
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
な
か
、
２
０
０

３
年
４
月
に
２
名
同
時
に
着
任

し
た
東
労
組
社
員
は
７
月
１
日

付
で
、
郡
山
工
場
磐
東
派
出
所

に
戻
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

仙
台
支
社
と
し
て
検
修
職
場
要

員
需
給
の
技
術
継
承
施
策
の
遅

れ
を
棚
に
上
げ
、
労
働
者
の
生

活
に
配
慮
し
な
い
ば
か
り
か
国

労
組
合
員
に
対
す
る
嫌
が
ら
せ

配
転
施
策
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
少
な
く
と
も
仙
台
支
社

は
、
5
年
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
化

を
提
唱
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
さ
ら
に
は
誘
導
担
当
社
員

が
不
足
と
な
る
実
態
を
承
知
の

う
え
で
、
東
労
組
社
員
の
み
を

帰
す
扱
い
を
見
る
と
き
、
公
然

と
差
別
人
事
を
繰
り
返
し
て
い

る
と
し
か
思
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
運
輸
区
現
場
で
は
「
人
事

は
分
か
ら
な
い
・
機
会
が
あ
れ

ば
・
意
向
は
支
社
に
伝
え
る
・
・
」

と
し
た
一
点
張
り
の
対
応
に
あ

り
、
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
際
、

仙
台
地
方
本
部
と
し
て
仙
台
支

社
を
質
し
、
早
急
に
元
職
場
に

戻
す
取
り
組
み
の
強
化
を
要
請

い
た
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

以

上

９
月
12
日
、
新
庄
市
内
に
お

い
て
、
国
労
秋
田
地
方
本
部
と

国
労
山
形
県
支
部
と
の
交
流
会

が
開
催
さ
れ
た
。
同
支
部
で
は

分
割
民
営
化
前
後
に
秋
田
か
ら

強
制
配
転
を
さ
れ
た
組
合
員
が

多
く
存
在
し
、
今
な
お
転
勤
希

望
地
を
秋
田
に
求
め
て
い
る
方

も
少
な
く
な
い
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
秋

田
へ
の
転
勤
希
望
が
叶
う
ま
で
、

共
に
支
え
あ
い
励
ま
し
合
お
う

と
始
ま
っ
た
こ
の
取
り
組
み
は
、

今
回
で
８
回
目
。
会
は
新
庄
地

区
協
議
会
若
野
議
長
の
司
会
で

開
会
し
、
冒
頭
同
議
長
は
「
故

鶴
川
和
雄
氏
が
７
月
10
日
業
務

中
亡
く
な
り
、
実
家
で
あ
る
横

手
に
無
言
の
帰
宅
を
し
た
が
、

そ
の
無
念
を
想
い
黙
祷
を
奉
げ

た
い
」
と
提
案
し
、
全
体
の
意

を
受
け
黙
祷
を
捧
げ
た
。

秋
田
地
本
か
ら
瀬
下
委
員
長

以
下
13
名
、
仙
台
地
本
か
ら
は

武
田
執
行
委
員
を
始
め
と
し
て

19
名
と
東
北
交
運
共
済
か
ら
佐

藤
本
部
長
が
参
加
。
久
し
振
り

に
仲
間
と
再
会
し
た
組
合
員
達

は
大
い
に
語
り
合
い
、
会
は
盛

況
の
う
ち
幕
を
閉
じ
た
。
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退
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ら
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明
さ
ん

岩
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連
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寺
尾

孝
一
さ
ん

山
形
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合
分
会
（
電
力
）

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た


